
 

 

 

新和小 コミュニティ・スクール通信 №１６（2023.04.28） 

 

新和小学校は、令和３年度より『コミュニティ・スクール』実施校です。 

（さいたま市では、令和４年度よりすべての市立学校で実施） 

『コミュニティ・スクール』とは、・・・・ 

コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会を設置した学

校」のことです。 

学校運営協議会では、学校・家庭・地域の三者が、次代を担

う子どもたちを育成するため、目標やビジョンを共有し、熟議を

進めていきます。 

熟議では、互いの意見を尊重し合いながら建設的に話合いを進め、子どもの育成に係

わっていきます。 

～コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の仕組み～ 

 

 地域住民・保護者等       学 校 運 営 協 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営等に関する意見 
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  子どもの未来、地域の未来をつくる 

                 「さいたま市コミュニティ・スクール」 

 

「学校運営協議会」は、校長、保護者、地域住民等で構成され、学校運営とそのため

に必要な支援について協議する合議制の機関で、学校運営の改善と子どもの健全育成を

目的としています。 

また、学校運営協議会は『校長の作成する学校運営の基本的な方針の承認』・『学校運

営に関する意見の具申』・『教職員の任用に関する意見の申出』という３つの機能を持っ

ています。（左図参照）委員は、校長の推薦を受けて教育委員会が任命・委嘱する非常勤

の公務員という扱いとなり、学校運営に関する権限と責任を持っています。 

今年度の委員には昨年度までの委員に加え、新たに様々な立場から広くご意見をいた

だき、より活性化を図ることを意図して新たに４名の方に委員に加わっていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『コミュニティ・スクール』で進める「地域とともにある学校づくり」は、各学校や地

域の特色を生かした、その学校ならではの学校づくりのことを意味しています。国の学

習指導要領や市の学校教育の指針により市内の学校では均質な教育活動を展開しますが、

『コミュニティ・スクール』のビジョンづくりや取組展開には、その地域の有する教育

資源や人材、歴史などが大きく関わってきます。 

昨年度の第３回運営協議会では、熟議の中で「さいたま市で一番 安心・安全な新和

地区を創るために」を仮のテーマとして、学校、家庭、地域がお互いに力をあわせて取

り組んでいくことが確認され、具体的な行動計画については今年度詳細を詰めていくこ

とになっています。≪１１月１１日（土）の学校公開日の時を予定しています。≫ 

令和５年度 新和小学校学校運営協議会委員 

○若谷 富雄様 ○広田 由子様 ○田口ゆり子様 ○岡野  功 様 

○赤坂 美加様 ○尾嶋 和世様 ○宮寺  亮 様 ○森田 剛史様 

○増岡  章 様 

○新町田進一郎 様 T.T彩たまジュニアコーチ監督 

○新那須野 豊 様 障害者支援施設 どうかん 施設長 

○新島田健一郎 様 きらり白妙保育園 園長 

○新大塚 邦弘 様 社会福祉協議会 事務局長 

以上 １３名に加えて学校から、 

・校長、教頭、事務局として教務主任・学校地域連携コーディネーターが

参加します。 



加えて、令和３年度、令和４年度の学校運営協議会では、「コロナ禍の中で学校・家庭・

地域ができること」について熟議をとおして、GIGA スクール構想の推進の具体的な方

策、地域の特性を生かした食育、体験活動（くわい栽培・ヨーロッパ野菜栽培・稲作・小

松菜栽培等）を重視した教育活動を展開していくこと等が確認されています。 

 

本年度の第１回学校運営協議会を５月１８日（木）に行います。 

委嘱状交付、役員の互選を行った後に、協議会では、 

○教育課程の編成について  

○学校経営計画について 等について 

校長よりグランドデザイン及び資料をもとに、学校教育目標、本年度の重点目標、プ

ール指導の民間委託化の動向、STEAMS TIME（２学年合同授業）、教科担任制実施の

動向及び、「リフレッシュ工事」等についての情報提供、一人一台タブレットを活用した

授業実践の現状等の説明をしたのち、学校をコミュニティの場としていくための方策に

ついて説明し、本年度の学校運営の基本的な方針について承認をいただく予定です。 

 

さらに、「安心・安全な新和地区を創るために」を仮のテ

ーマとして、学校、家庭、地域それぞれがどのように関わ

っていけばよいか。１１月１１日に行う一斉下校の具体的

な内容について、学校側から提示させていただく案につい

て熟議を行う予定です。 

その後、授業参観を通して子どもたちの学校生活の実際の

様子に触れていただきます。 

そして、本校の大きな特色の一つである美味しい給食を試食していただく予定です。 

 

また、今年度から特筆するべき点としては、岩槻区美園東地区児童数増加問題です。 

美園東地区（美園東１～３丁目）児童数が急増しています。ここ数年、この傾向が続

きます。進学先選択の偏りによって、美園北小の児童数急増加、教室数の不足並びに新

和小の小規模化の継続化を解消するために、市教委としては、新和小の学校施設リフレ

ッシュ計画、新和小の魅力化を高めていくこと（進学先として新和小を選んでもらう）

が示されています。今後さらにアンケート結果の分析・考察等を経てさらに具体的な策

も示されていくことになると思います。 

今後、新和小の教育課程を考えていく際に、学校運営協議会の場においても多くのお

知恵を拝借しながら地域とともにこの課題に取り組んでいくことは避けることのできな

いと思われます。 



「コミュニティ・スクール」って何だろう？今までとなにが変わるのだろう？私たちは

なにをすればよいのだろう？ など 分からないこともたくさんあると思います。 

そこで、地域関係者、保護者の皆さまに様々な情報をお知らせしたり、学校運営協議

会で話し合われた内容をお知らせしたりして、学校と地域をつなぐ一助として「コミュ

ニティ・スクール通信」を発行します。（不定期 令和２年度より発行し、今回で１６号

になります。）紙面に余裕がある時は、地域の歴史等を紹介する、【歴史の散歩みち】も

掲載します。ご活用ください。（新和小ホームページに掲載されています。） 

 

【歴史の散歩みち】に今まで掲載されたもの 

・尾ヶ崎   八幡神社の夏祈祷       №１ 

・釣上神明社 古式子供相撲土俵入り     №２ 

・末田    金剛院            №５ 

・新和小   もちの木           №６ 

  ・光秀寺   大カヤの木          №７ 

  ・新和小   校名について         №11 

・新和小   二宮金次郎像         №12 

・新和小   SSNについて                 №13 

・尾ヶ崎   四所神社と尾ヶ崎観音堂    №14 

 

 

【情 報 提 供】 

『さいたま市コミュニティ・スクールに係る周知用動画』について 

市教委では、『さいたま市コミュニティ・スクールに係る周知用動画』を作成しまし

た。ぜひご覧ください！ 

１ 配信動画 子どもの未来・地域の未来をつくる 

                ～さいたま市コミュニティ・スクール～ 

URL：https://youtu.be./wlDvnRAzjmk 

 

 

動画は、さいたま市ホームページ 

「コミュニティ・スクールを推進しています」 

にも掲載されています。 

 

☆通信の題「支え合い」は、新和地区社会福祉協議会の基本構想『みんなが思いやりを

持って、共に支え合い安心して心豊かに暮らせる新和地区』を参照させていただい

たものです。 


